














ところで関連性をみせている． さらに，本動調 r切るJ と複合動詞の後項動詞「一切るj は















































3語葉的複合動詞と統語的規合動詞に関しては Kageyama(1984: 16-30），森山卓郎（1988:45 55），塚本秀
樹（1993:225-246），李（1994:223-232）を参照されたい．
中間的譲合動詞「きるJ の意味用法の記述 22I 
での本動詞 γ切るJ と前項動詞の「切る」の意味用法は r類語例解辞典」， F日本語基本動詞用法











る．代表的なものに金田一4(1978: 17-18, 29-58）・寺村5(1984: 164-183）が挙げられる．金田一



























































｛完遂］ (20) 百メー トル走で、 10秒を切る
【方向転換】 (21) 左へハンドルを切る









意味で，「完遂J の意味に近いのである. (21）は方向を変えるようにするという r方向転換J の
意味である. (22）ははっきりしたことをするという r自信満々」に近い意味である． これらは
「切る」の対象物は（13）の「紙J, (17）の「カルタJ, (18）の「水」のように具体的なものと，（14)




















































































5-2-2. 完遂を表わす後項動調「ー きるJ の意味
本節では，上記の分解可能グループ（統語的複合動詞）を取り上げて意味分析を行う．「ーきるJ
を付加した動詞句と付加しない動詞句とを比較したときに，付加しないものには感じられず，付








































































































ている用法が 38件の中で 12件で，（51）の γ思い切った（ためらわず大胆に行う）」は連体修飾形
のように使われている用法が 38件の中で 20件で，（52）のように「思いきり（思う存分，徹底的











に疲れたという「極限」の状態、を表わす. (56）の γきっぱりと言い切ったJ は自信満々にいった
という「自信満々J の意味で，（57）の「克服するJ のように一固まりの語藁化されたものもあ
る．これらを表にすれば次のようになる．





【自信満々 〕 (56) その件についてきっぱりと言いきった
【語藁化｝ (57) 危機を乗り切った
6. 本動調 r切る」と複合動詞「切る」の関連性
6-1. 本動詞「切るJ と前項動調 r切るJ の関連性
本動詞「切る」と前項動詞「切る」の関連性を次のように示すことができる．










(58）の「枝を切るJ と（59）の「枝を切りはなすJ は，ものの「切断J として結び、つけることが可
能である．また，（60）の「口を切るJ と（61）の r結婚の話を切り出す」は話題として持ち出すと
いう「発言J し始めるの意味で、つながりを探すことができる. (62）の γ水を切って泳ぐJ と（63)










【極限］ (70) （本動詞の r切る」）期限を切って借金する
(71) （後項動詞の r一切る」）彼は弱り切っている
【自信満々 ］ (72) （本動詞の「切る」）見栄を切る
(73) （後項動詞の「一切るJ）彼はそのことに関していつも簡単に雷い切った
中間的楼合動詞「きるJ の意味用法の記述 231 
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